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巻頭言 
 

日本ヘリコプタ協会 

第１４代会長 片山 範明 

 

 

 2015年9月の研究会で行われたエアバス・ヘリコプターズ社及びAHeST（Asia Pacific 

Helicopter Safety Team：シンガポール）の講演には目から鱗が落ちました。ヘリコプタ

の安全性については、業界全体で取り組むべきということに関して異論を挟む人はいない

と思います。そうした中で、日本ヘリコプタ協会としてもIHST(International Helicopter 

Safety Team）の活動に協力し、平成22年のHeliJapanでは国内における事故データを分析

して発表しています。ところが、この作業がかなりの労力を要するものであり、1件の事故

の分析に約1週間を要しました。基本的にボランティアによる活動であり、各企業や団体に

所属する会員に対しこういった作業をお願いするにしても限界があると感じ、この先JHST

（Japan Helicopter Safety Team）としてどのように活動を進めれば良いものか先が見え

ない状況になっていたところでした。そうした中、AHeSTの取り組みは、数件の事故分析の

結果として、アメリカやヨーロッパと事故原因の傾向に大きな違いはないことがわかった

ため、先ずは既に発行されているヘリコプタの安全性を高める具体的方法を示した冊子等

を活用した取り組みから始めようというものでした。確かに事故にはその国における運航

方法や気象・地形といった地域性があることは否定できませんが、事故の多くはある意味

普遍的な原因によるものであることは容易に想像できることです。ヘリコプタ産業や運航

業界の規模が欧米に比較すると小規模なアジアにおいて、事故分析に多大な労力をかける

より、欧米に習った対策を実施する中で効果をあげることができたなら、運航業者を含む

すべてのユーザーにとってメリットのあることであり、この活動に対する行政の理解も深

まると考えられます。ヘリコプタ産業にとってみても、ヘリコプタの安全性が高まること

はユーザーに対する究極のサービス提供であると同時に、より用途が広がり機体販売の向

上にも繋がることだと思われます。 

日本には、様々な業界団体があり、どこが主体的にこの活動を担っていくかについては

議論があるかもしれませんが、日本ヘリコプタ協会には、機体製造企業、装備品製造企業、

輸入販売会社、運航会社、防衛省、大学、研究機関等、ヘリコプタに関わるあらゆる組織
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の方が含まれており、安全性を取り扱うには最も適した団体であると考えています。一方

で、行政や個人ユーザーといった構成員に欠落した分野があるのも事実であり、日本ヘリ

コプタ協会が各団体を巻き込んで広く活動を展開していく必要があると考えています。今

後、日本ヘリコプタ協会ではこの活動を積極的に推進していくことを理事会・幹事会で確

認し、総会で了承を得ました。会員各位におかれましては、活動の意義を理解され、積極

的に協力いただければと考えておりますので、何卒よろしくお願いいたします。 
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日本ヘリコプタ協会 

２０１5年度活動報告 

 

1．総会・講演会 

● 日時：2015年12月1日(火)13:30～14:30 

● 場所：川崎重工業株式会社 東京本社 2階201～206会議室 

● 総会： 

1 新役員の承認、規約改正の承認 

2 会計監査  

3 前年度事業報告、会計報告等の承認 

4 新年度事業計画等の承認 

● 講演会：14:30～17:00 

1 「AHS Annual Forum参加報告」 

小林 亘  氏 (富士重工業株式会社) 

南  信智 氏 (川崎重工業株式会社)  

澤田 実宏 氏 (三菱重工業株式会社) 

2 「ERF参加報告」 

赤楚 哲也 氏 (川崎重工業株式会社) 

3 「IHST,EHEST、JHST及びAHeSTの活動について」 

竹内 繁吉 氏 (エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン) 

● 出席者：29名(総会)、32名(講演会) 

 

2．理事会・幹事会 

● 日時：2015年12月1日(木)09:30～12:00 

● 場所：川崎重工業株式会社 東京本社 2階201会議室 

● 議題：総会議題等の審議 

 

3. 意見交換会 

● 日時：2015 年 10 月 27 日(火)13:30～15:00 

● 場所：川崎重工業株式会社 東京本社 2 階 201 会議室 

● 議題：JHST の活動の方向性 

 

4. 特別講演会 

● 日時：2015年9月14日(月)13:30～16:00 

● 場所：DAYS赤坂見附 3A会議室 

● 演題：1 ｢Aerospace Development in Singapore(e.g.Seletar Aerospace Park)」 

       Leo Joeh 氏(エアバス･ヘリコプターズ･サウスイースト･アジア) 

     2「Aviation Safety and Current Status of EHST Activities」 

             Klein Matthias 氏(エアバス・ヘリコプターズ) 

     3「Data related JHST Activities」竹内 繁吉 氏(エアバス・ヘリコプターズ 

・ジャパン) 
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AHSI 総会報告（全般） 
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AHSI 総会報告（その１） 

 

富士重工業株式会社 

小林 航 
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AHSI 総会報告（その２） 

 

川崎重工業株式会社 

南 信智 
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AHSI 総会報告（その３） 

 

三菱重工業株式会社 

澤田 実宏 
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ERF 参加報告 

 

川崎重工業株式会社 

赤楚 哲也 
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IHST、EHEST、AHeST 及び JHST の活動について 

 

 エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン 

竹内 繁吉 
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特別研究会 
 

Aviation Engineering Development in 

Singapore and Airbus Helicopters Southeast Asia 

Leo Joeh 
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特別研究会 
 

Aviation Safety and Current Status of EHST Activities 

Airbus Helicopters  Klein Matthias 
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Data related JHST Activities 

 

エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン 

竹内 繁吉 
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2015年度ヘリコプタ研究・論文一覧 (順不同) 

 

 
1. 糸賀紀晶，井星正氣：構造物近傍で横風を受けるホバリングロータの空力特性と流れ場に及ぼ

すロータ回転方向の影響，日本航空宇宙学会論文集，第63巻，第4号，pp.137～142，2015年8

月． 

2. 加藤弘一，糸賀紀晶，井星正氣：構造物近傍におけるロータのホバリング性能に対するロータ

位置の影響に関する数値解析，第53回飛行機シンポジウム，講演集，JSASS-2015-5100，2015

年11月11日～13日，愛媛県松山市． 

3. 井星正氣，糸賀紀晶，林裕三郎，野市眞子，橋口卓矢：ホバリングロータの空力性能から見た

場外離着陸許可の事務処理基準に対する一考察，第53回飛行機シンポジウム，講演集，JSASS-

2015-5101，2015年11月11日～13日，愛媛県松山市． 

4. 井星正氣，糸賀紀晶，山中康秀，アブドルカディール，林裕三郎，野市眞子，橋口卓矢：流れ

を透過する障害物近傍でホバリングするヘリコプタロータの空力性能，日本航空宇宙学会論文

集，第64巻，第1号，pp.65～70，2016年2月． 

5. 小曳昇：Development of Closed Loop Control System Applicable to Active Technique for 

Helicopter BVI Noise Reduction，The American Helicopter Society 71st Annual Forum，

2015年5月，Virginia USA． 

6. 杉浦正彦，田辺安忠，菅原暎明，又吉直樹，石井寛一： Numerical Simulations and 

Measurements of the Wake from a Helicopter Operating in Ground Effect，The American 

Helicopter Society 71st Annual Forum，2015年5月，Virginia USA． 

7. 杉浦正彦，田辺安忠，菅原暎明，Inderjit Chopra：Application of a CFD and Prescribed 

Wake Model to High Advance Ratio Wind Tunnel Test Validation ， 41st European 

Rotorcraft Forum 2015，2015年9月，Munich Germany． 

8. 小曳昇，田辺安忠，青山剛史，Do-Hyung Kim：Design Analysis and Prototyping of Active 

Tab Rotor，41st European Rotorcraft Forum 2015，2015年9月，Munich Germany． 

9. 田 辺 安 忠 ， 菅 原 暎 明 ： Aerodynamic Validation of rFlow3D Code With UH-60A Data 

Including High Advance Ratios， 41st European Rotorcraft Forum 2015， 2015年 9月．

Munich Germany． 

10. 杉浦正彦，田辺安忠，菅原瑛明，Inderjit Chopra：Validation of rFlow3D Code for a 

Helicopter at High Advance Ratios，AHS International Technical Meeting on 

Aeromechanics Design for Vertical Lift，2016年1月，San Francisco USA． 

11. 田辺安忠，小曵昇：ヘリコプタのロータ・ブレードのアクティブ制御，第 46回年会講演会，

2015年 4 月，東京． 

12. 田辺安忠，菅原暎明，ヘリコプタの高速飛行時の空力性能予測：流体力学講演会／航空宇宙数

値シミュレーション技術シンポジウム，2015年7月，東京． 

13. 青山剛史，田辺安忠，小曳昇，杉浦正彦，菅原瑛明：高速ドクターヘリの実現に向けた検討状

況，第53回飛行機シンポジウム，講演集，JSASS-2015-5026，2015年11月11日～13日，愛媛県

松山市． 

14. 田辺安忠，青山剛史，小曳昇，杉浦正彦，菅原瑛明：高前進率ロータの技術課題検討，第53回

飛行機シンポジウム，講演集，JSASS-2015-5027，2015年11月11日～13日，愛媛県松山市． 

15. 菅原瑛明，田辺安忠，杉浦正彦：高速ヘリコプタに適用するCFD解析技術の開発，第53回飛行

機シンポジウム，講演集，JSASS-2015-5028，2015年11月11日～13日，愛媛県松山市． 

16. 小曳昇： A Study on Model Rotor System for High Speed Rotorcraft Evaluation， 4th 

Asian/Australian Rotorcraft Forum，2015年11月，Bengaluru India． 

17. 小曳昇，田辺安忠，杉浦正彦，青山剛史：Research Activities in Japan toward High Speed 

Compound Helicopter，4th Asian/Australian Rotorcraft Forum，2015年11月，Bengaluru 

India． 

18. 杉浦正彦，田辺安忠，青山剛史，Biel Ortun，Joëlle Bailly：An ONERA/JAXA Co-operative 

Research on the Assessment of Aerodynamic Methods for the Optimization of Helicopter 

Rotor Blades，Phase I，4th Asian/Australian Rotorcraft Forum，2015年11月，Bengaluru 

India． 
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19. 野寺周平，砂田茂，田辺安忠，米澤宏一，得竹浩：マルチロータ機の機体改造による高性能化

について，第52回関西・中部支部合同秋期大会，2015年11月，名古屋． 

20. Atthaphon Ariyarit，田辺安忠，金崎雅博：Multi-segment Class Shape Transformation 

(CST) for Global Design Exploration of Rotary Wing，計測自動制御学会システム・情報部

門学術講演会2015（SSI2015）2015年11月． 

21. 勝俣司，吉崎裕治，伊藤宏，鈴木秀俊：ヘリコプタにおける共振増幅スマート・マウント

(RASM)による制振の研究，第53回飛行機シンポジウム，講演集，JSASS-2015-5102，2015年11

月11日～13日，愛媛県松山市． 

22. 永山慶一，竹原勝之：MCH-101掃海仕様の開発，第53回飛行機シンポジウム，講演集，JSASS-

2015-5022，2015年11月11日～13日，愛媛県松山市． 

23. 久保田靖之，篠田直正，北村淳，板東舜一，寺井和雄，木島竜吾：ヘリコプタ視界不良時の水

平表示の有効性評価，第53回飛行機シンポジウム，講演集，JSASS-2015-5096，2015年11月11

日～13日，愛媛県松山市． 

24. 田中稔久，青山大毅，伊藤聖：係留型飛行船を用いた双方向テレメータ通信実験，第53回飛行

機シンポジウム，講演集，JSASS-2015-5097，2015年11月11日～13日，愛媛県松山市． 

25. 出仙勇毅，久保田靖之，久芳義治，堀場理仁，石川勝之：BK117 C-2型機におけるRNAV5機体適

合性証明，第53回飛行機シンポジウム，講演集，JSASS-2015-5099，2015年11月11日～13日，

愛媛県松山市． 
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日本ヘリコプタ協会規約 

 

施行 平成 元年12月15日 

改正 平成 10年 7月 6日 

改正 平成 12年 6月22日 

改正 平成 15年 7月 3日 

改正 平成 18年 4月28日 

改正 平成 21年 8月 4日 

改正 平成 22年 4月24日 

改正 平成 26年 5月13日 

改正 平成 28年 7月 8日 

 

 

 

第1章 総  則 

 
（名 称） 

第1条 本組織は『日本ヘリコプタ協会（Japan Helicopter Society）』（以下「本協会」という）

と呼称する。 

 

（目 的） 

第2条 本協会は、広くヘリコプタ及び垂直離着陸飛行の発展に寄与するため、ヘリコプタ並び

に垂直離着陸飛行に関する基礎研究、試験、開発、製造、維持、運航並びに広報等、全ての

分野にわたる活動の活性化、情報収集の効率化、会員相互の親睦・共生、国際交流の実をあ

げることを目的とする。 

 

（管理機構） 

第3条 本協会の管理運営機構は理事会及び幹事会とする。 

理事会は AHSI（American Helicopter Society International）の基本目的、本規約、並びに

本協会全体の運営方針に関わる事項を統括する。各担当常任理事は、担当範囲の年間事業計

画を策定し執行する。各担当幹事は、担当常任理事の事業執行を補佐する。 

本協会の事務局は、会長が指名する機関内におく。 

 

 

第2章 会  員 

（会員の資格） 

第4条 本協会は、日本在住の AHSI の正会員、学生会員、法人会員、教育法人会員、並びに本

協会の賛助会員他をもって構成する。 
 

（会員の分類） 

第5条 本協会の個人会員は、正会員、学生会員、賛助会員、及び名誉会員、法人会員は一般法

人会員、教育法人会員、及び賛助法人会員からなる。 

① 正会員は、AHSI 会員の資格を有するものおよび本協会に入会申込書を提出し理事会で

承認をえたもの。 

② 学生会員は、AHSI 会員の資格を有するものおよび本協会に入会申込書を提出し理事会

で学生会員として認められたもの。 

③ 一般及び教育法人会員は、AHSI 会員の資格を有するものおよび本協会に入会申込書を

提出し理事会で夫々一般及び教育法人会員として認められた法人。 

④ 賛助会員並びに賛助法人会員は、本協会の目的に賛同し本協会の活動を賛助する個人並

びに法人。 

⑤ 名誉会員は、所定の審査の結果、本協会の目的達成及び推進に特に顕著な功績があって、

名誉会員として遇するに相応しいと認められたもの。 
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（加入及び脱会） 

第6条 前条の各号に該当し、入会を希望するものは所定の申込書を、会長に提出し、理事会の

承認を得なければならない、また、脱会を希望するものは所定の脱会届を、会長に提出しな

ければならない。 

 

（除名） 

第7条 本協会は、会員が本協会の目的に反するような行為があったと認められる場合、理事会

で審議のうえこれを除名することができる。 

 

（会員の権利） 

第8条 会員は、会のすべての事項に参画する権利及び均等の取扱いをうける権利を持つ。 

 

（会員の義務） 

第9条 会員は、次の義務を負う。 

① 当規約、別に定める倫理規程及び総会、理事会で定められた事項に従うこと。 

 

 

第3章 役  員 

（役員） 

第10条 本協会には、次の役員をおく。 

会長   （PRESIDENT）    1 名 

副会長  （VICE PRESIDENT）     2 名 

常任理事  （MANAGEING DIRECTOR）  若干名 

理事   （DIRECTOR）    若干名 

監査役  （AUDITOR）    若干名 

幹事長  （PROGRAM CHAIRMAN）    1 名 

幹事   （MANAGER）    若干名 

メンバーシップ担当 （MENBERSHIP /CHAIRMAN）    1 名 

リエゾン担当  （LIAISON MANAGER）          若干名 

尚、名誉顧問（ADVISER EMERITUS）、顧問（ADVISER）をおくことができる。 

 

 

（選任） 

第11条 常任理事及び理事、監査役は、前期役員が候補者を推薦し、会員の選挙又は総会の承認

を得てこれを決定する。 

会長、副会長は、常任理事および理事の互選による。 

幹事長、メンバーシップ担当並びにリエゾン担当の委嘱は会長が行う。 

幹事は理事会が推薦し会長が任命する。 

名誉顧問および顧問は、会長、副会長経験者から構成される。名誉顧問または顧問は、理事

会での承認をもってこれを承認する。また、会長、副会長経験者でない場合、特別に会長の

推薦があった場合にはこれを認める。 

なお、任期中に役員に欠員が生じた場合の後任者の選任は、その都度、理事会の合議によっ

て決定し、常任理事の場合には総会で承認する。 

 

（任期） 

第12条 役員の任期は、2 ヵ年とする。なお、副会長に関しては 2 名のうち 1 名を 1 年毎に交互

に選出される。 

但し、前条、後任役員の任期は前任者の残りの期間とする。 

 

（職務） 

第13条 役員は下記の職務を遂行する。 

① 会長は、本協会を代表して、会務を統括し、会の運営に対する一切の責任を負う。 

会長は総会、理事会の議長となる。 
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② 副会長は、会長を補佐し、会長事故あるときは、その職務を代行する。なお、2 名のう

ちどちらかの副会長がメンバーシップ担当を受け持つ。また、副会長は次期会長の候補

となる。 

常任理事、理事は、理事会を構成し、本協会の運営に関わる基本的事項を決定する。 

③ 常任理事には、次の担当を設ける。 

 総務担当 

 企画担当 

 編集担当 

 広報担当 

 国際担当 

 行事担当 

 JHST（Japan Helicopter Safety Team）担当 

④ 各担当常任理事は付表 1 に定める担当ごとの職務を担当幹事と共に遂行し、本協会の運

営につき、会長並びに理事会を補佐する。 

⑤ メンバーシップ担当（副会長）は、会員の増加に関する基本施策を立案遂行すると共に、

会員名簿を維持管理する。 

⑥ リエゾン担当は、国内における外部関係機関との情報交換、協力関係の強化に努める。 

⑦ 幹事長は、総務担当常任理事を補佐し、本協会の運営に関して、担当常任理事の決定し

た基本事項を具体化し遂行する。また、幹事会を主催し、各担当常任理事との調整を行

う。 

⑧ 幹事は、幹事長より指示された業務を行う。 

⑨ 監査役は本協会の会計が適正に行なわれていることを監査する。 

⑩ 名誉顧問および顧問は、会の運営に関して意見を具申する。また、顧問は担当常任理事

の相談役として常任理事をかねることができる。 

 

（理事会） 

第14条 理事会は、必要に応じて、会長がこれを招集する。顧問、名誉顧問は、理事会に出席で

きるが、議決に参加はできない。理事会の議決は、全常任理事・理事の過半数を持って成立

する。 

 

（幹事会） 

第15条 幹事会は、必要に応じ、幹事長がこれを招集する。リエゾン担当は、幹事会に出席でき

るが、議決には参加できない。幹事会の議決は、全幹事の過半数を持って成立する。 

 

（内規） 

第16条 本協会の運営に内規を必要とする場合は理事会の決議によりこれを定める。 

 

 

第4章 総会及び行事 

（総会） 

第17条 総会は、本協会の最高決議機関であり、会員全員をもって構成し、原則として新年度に

入って 3 ヶ月以内に会長が招集し、次の事項を協議するものである。ただし、理事会が必要

を認めたとき、また会員の総数 3 分の１以上のものが、議題を明示して請求したときは、会

長は臨時に総会を招集しなければならない。 

① 役員の選出並びに解任 

② 規約の改廃 

③ 予算及び決算 

④ その他役員が発案し、理事会で必要と認めた事項 

⑤ 会員からの提案事項 

総会は、会員の過半数の出席又は委任状がなければ成立しない。 

総会の決議は出席した会員の多数決による。議長は、賛否同数の場合のみ決議に加わるこ

とができる。 
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（行事） 

第18条 本協会は、理事会の承認を得て、研究会・講演会を開催するほか、本協会の目的に沿っ

た各種の行事を行うことができる。 

 

 

第5章 会  計 

（会の経費） 

第19条 本協会の経費は、賛助会費、臨時会費及び寄付金他をもってあてる。 

 

（会費） 

第20条 会費の徴収は、次により行う。 

① 賛助会費は、年額１口 10,000 円以上の賛助会費を納入する。原則として新年度に入って

3 ヶ月以内にこれを徴収する。 

② 臨時会費は、理事会の決議により、必要に応じ適宜徴収する。 

 

（会計年度） 

第21条 本協会の会計年度は毎年 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までの 1 ヵ年とする。 

 

（会計） 

第22条 本協会の会計は、総務担当常任理事／幹事が担当して行う。 

会計は監査役の監査を経た上で、定期総会に会計報告を行い、承認を得るものとする。 

 

 

第6章 附  則 

（効力） 

第23条 当規約の効力は、平成元年 12 月 15 日から効力を発するものとする。 

 

以上 
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付表１ 担当常任理事における職務（なお、各項目については適宜見直す） 
 

担  当 職  務 

総務担当 

 総会、理事会、定例研究会、特別講演会及び臨時委員会等の開催の事前

通知ないし、これらの会議についての議事録を作成し保存する。 

 本協会の会計記録を保存し、資産の安全保管の責任を負う。 

 本規約が、明示又は暗示に規定するその他の職務、或は会長又理事会か

ら付託された業務を遂行する。 

 表彰を取り扱う。 

 その他 

企画担当 

 年間の行事を立案する。 

 協会のホームページの作成を助言する。 

 各種イベントを企画（臨時組織、特別広報企画等）する。 

 各種情報発信を企画する。（アーカイブス、臨時委員会、広報活動等） 

 人物紹介の記事等を取りまとめる。 

 その他 

編集担当 

 HP の作成に協力する。 

 年 1 回会報を作成する。 

 発信情報（アーカイブス）を作成する。 

 年間の発表論文を“e-Library”化する。 

 その他 

広報担当 

 HP を作成し運営する。 

 対外的な関係を構築する。 

 広告を募集する。 

 寄付を募る。 

 国内における教育機関との関係を構築する。 

 その他 

国際担当 

 AHSI 対応 

 海外対応 

 その他 

行事担当 
 Heli Japan 国際会議 

 その他 

JHST 担当 
 JHST 事務局 

 その他 

 

  



 

147 

 

日本ヘリコプタ協会倫理規程 
施行 平成28年7月8日 

 
 

（前 文） 

日本ヘリコプタ協会会員（以下、会員という）は、広くヘリコプタ及び垂直離着陸飛行の発展に

寄与するため、全ての分野にわたる活動の活発化、情報収集の効率化、会員相互の親睦・共生、

国際交流の実をあげることを目的とする。この目的を実現するために、会員自らの良心と良識に

従う自立ある行動が、ヘリコプタ産業の発展と安心・安全な社会の構築ひいては人類の福祉にと

って不可欠であることを自覚し、社会からの信頼と尊敬を得るために、以下に定める綱領を遵守

することを誓う。 

 

（綱 領） 

第1条 法令等の遵守 

会員は、職務の遂行に際して、社会規範、法令及び関係規則を遵守する。 

第2条 会員間の接触 

協会における活動が、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律及び諸外

国の競争法（以下、併せて「独占禁止法」という）に抵触することがないよう、

協会における会議、並びに懇親会等名目を問わず会員各位が接触する機会におい

て、独占禁止法上問題となるおそれのある議論及び意見交換等を行わないものと

する。 
 

（改 正） 

この規程の改正は、総会の決議を経て行う。 

 

 

附則 

この規程は、平成28年7月8日から施行する。 
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２０１6年度賛助会員名簿 
 

(法人賛助会員) 

№ 名 称 
口

数 
代表者・所属（役職） 連絡先 

1 
㈱アイ・ティー・シ

ー・アエロスペース 
1 

中山 智夫 

(代表取締役社長) 

〒104-0033 東京都中央区新川1-3-2 

ナックスビル7階 

電話：03-3555-3621  FAX：03-3555-3627 

2 朝日航洋㈱ 1 

高岡 信 

(常務取締役 

航空事業本部長) 

〒136-0082 東京都江東区新木場4丁目7番41号 

東京ヘリポート内 

電話：03-3522-0647  FAX：03-3522-1853 

3 
エアバス・ヘリコプ

ターズ・ジャパン㈱ 
5 

荒川 良紀 

(営業企画部) 

〒107-6119 東京都港区六本木6-10-1 

六本木ﾋﾙｽﾞ森ﾀﾜｰ19階私書箱78号 

電話：03-5414-3408  FAX：03-5414-3328 

4 
エクセル航空株式会

社 
1 

岸田 啓二 

(代表取締役) 

〒279-0032 千葉県浦安市千鳥14番地 

 

電話：047-380-5292  FAX：047-390-6500 

5 川崎重工業㈱ 5 

佐藤 光政 

航空宇宙カンパニー  

(技術本部長) 

〒504-8710 岐阜県各務原市川崎町1 

 

電話：058-382-2246  FAX：058-382-5130 

6 
静岡エアコミュータ

㈱ 
1 

三輪 德泰 

(代表取締役社長) 

〒420-0902 静岡県静岡市諏訪8-10 

静岡ヘリポート内 

電話：054-265-6611  FAX：054-265-6166 

7 ㈱島津製作所 1 

石井 岳 

航空機器事業部技術部 

(部長)  

〒604-8511 京都市中央区西ノ京桑原町1 

 

電話：075-823-1375  FAX：075-823-1472 

8 
㈱ジーエイチクラフ

ト 
1 

郷家 正義 

(代表取締役社長) 

〒412-0048 静岡県御殿場市板妻733 

 

電話：0550-89-8680  FAX：0550-89-8682 

9 ㈱ジャムコ 1 

伊田 幸男 

(航空機整備ｶﾝﾊﾟﾆｰﾌﾟﾚｼﾞ

ﾃﾞﾝﾄ 執行役員) 

〒181-8571 東京都三鷹市大沢6-11-25 

 

電話：0422-33-1321  FAX：0422-33-1444 

10 新東亜交易㈱ 1 
久保田 仁 

(執行役員) 

〒100-8383 東京都千代田区丸の内1-6-1 

丸の内センタービル8階 

電話：03-3286-0355  FAX：03-3213-2405 

11 ㈱ダイセル 1 

阿部 隆 

特機事業部営業部 

(部長代理) 

〒108-8230 東京都港区港南2-18-1 

JR品川イーストビル 

電話：03-6711-8231  FAX：03-6711-8238 

12 ㈱タクト・ワン 1 
富塚 昌孝 

(代表取締役) 

〒161-0066 東京都新宿区市谷台町14-5 

MNビル市谷台5F 

電話：03-3356-0649  FAX：03-3356-8769 

13 多摩川精機販売㈱ 1 

小池 弘晃 

開発営業本部特機営業部 

(部長) 

〒144-0054 東京都大田区新蒲田3-19-9 

 

電話：03-3731-2131  FAX：03-3738-3134 

14 
中菱エンジニアリン

グ㈱ 
3 

田中 豊己 

大江事業部 ヘリコプタ設

計室(室長) 

〒455-8515 愛知県名古屋市港区大江町10 

 

電話：052-614-1877  FAX：052-619-2173 

15 テクノブレーン㈱ 1 
加藤 利孝 

(代表取締役社長) 

〒504-0814 岐阜県各務原蘇原興亜町1-17-1 

 

電話：058-371-3443  FAX：058-371-2738 
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№ 名 称 
口

数 
代表者・所属（役職） 連絡先 

16 
ナビコムアビエーシ

ョン㈱ 
1 

玉中 宏明 

(代表取締役社長) 

〒102-0072 東京都千代田区飯田橋3-4-4 

第5田中ビル9階 

電話：03-3265-6747  FAX：03-3265-6748 

17 
日本エアロスペース

㈱ 
1 

谷村 仁司 

(代表取締役社長) 

〒107-0062 東京都港区南青山1-1-1 

新青山ビル西館20階 

電話：03-5785-5970㈹ FAX：03-5785-5964 

18 ㈱日立国際電気 1 

竹永 浩太郎 

特機事業部  

(営業本部長) 

〒105-8039 東京都西新橋2丁目15番12号 

日立愛宕別館6階 

電話：03-5510-5913(代) FAX：03-3502-2502 

19 富士重工業㈱ 5 

滝川 三左男 

航空宇宙カンパニー 

航空機設計部 

(部長(ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ技術)) 

〒320-8564 栃木県宇都宮市陽南1丁目1-11 

 

電話：028-684-7528  FAX：028-684-7600 

20 古河電池㈱ 1 

酒井 宏明 

産業機器営業統括部 産機

第三営業部 

(宇宙航空グループ長) 

〒141-0021 東京都品川区上大崎4-5-37 

本多電機ビル3階 

電話：03-3492-2972  FAX：03-3492-2973 

21 ベストテック㈱ 1 
江場 修 

(取締役社長) 

〒460-0015 名古屋市中区大井町3番15号 

日重ビル8階 

電話：052-321-8755  FAX：052-321-8758 

22 ボーズ㈱ 1 

三浦 正富 

プロシステム部(アカウン

トマネージャー) 

〒150-0036 東京都渋谷区南平台16-17 

住友不動産渋谷ガーデンタワー5階 

電話：03-5489-0951  FAX：03-5489-0592 

23 
三井物産エアロスペ

ース㈱ 
1 

鰺坂 一郎 

ロジスティクス第二部 

(部長) 

〒105-0011 東京都港区芝公園2-4-1 

芝パークビルA-12階 

電話：03-3437-8761  FAX：03-3437-8775 

24 三菱重工業㈱ 5 

片山 健 

防衛・宇宙ドメイン 

航空機事業部 

ヘリコプタ技術部(部長) 

〒455-8515 愛知県名古屋市港区大江町10 

 

電話：052-611-8005  FAX：052-611-6426 

25 三菱プレシジョン㈱ 1 

平賀 好文 

鎌倉事業所ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ 

(第一部長) 

〒247-8505 神奈川県鎌倉市上町屋345 

 

電話：0467-42-5752 

26 ヤマハ発動機㈱ 1 

坂本 修 

ﾋﾞｰｸﾙ&ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業本部 

UMS事業推進部  開発部 

(部長) 

〒438-8501 静岡県磐田市新貝2500 

 

電話：0538-32-1170  FAX：0538-37-4259 

27 横河電機㈱ 1 

新川 明義 

航空宇宙･特機事業部 

品質保証部(部長) 

〒190-0153 東京都あきる野市小峰台2番地 

 

電話：042-503-0075  FAX：042-503-0082 

(個人賛助会員) 

№ 氏 名 
口

数 

1 明石 稔 1 
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２０１6 年度役員名簿 

 

JHS役職 氏 名 所 属 先 

会 長 片山 健 三菱重工業（株） 防衛・宇宙ドメイン 航空機・飛昇体事業部 

ヘリコプタ技術部 部長 

副 会 長 

（兼）メンバーシップ担当 

青山 剛史 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 航空技術部門  

数値解析技術研究ユニット 

研究計画マネージャ（兼）非定常空力セクションリーダ 

（兼）次世代航空イノベーションハブ 

副 会 長 長尾 牧 朝日航洋（株） 航空事業本部 運航統括部 

常任理事（総務担当） 

（兼）幹事長 

中山 周一 三菱重工業（株） 防衛・宇宙ドメイン 航空機・飛昇体事業部 

ヘリコプタ技術部 主席技師 

常任理事（企画担当） 

 

片山 範明 川崎重工業（株）航空宇宙カンパニー 

技術本部付（ヘリコプタ技術担当） 

常任理事（編集担当） 菊地 穂高 横河電機（株）航空宇宙・特機事業部 営業本部 

担当営業部長 

常任理事（広報担当） 八巻 健一 富士重工業（株）航空宇宙カンパニー 航空機設計部 

次長（ヘリコプター技術） 

常任理事（国際担当） 青山 剛史 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 航空技術部門  

数値解析技術研究ユニット 

研究計画マネージャ（兼）非定常空力セクションリーダ 

（兼）次世代航空イノベーションハブ 

常任理事（JHST担当） 鷲田 修 朝日航洋（株）航空事業本部 資材部部長 

常任理事 糸賀 紀晶 防衛大学校 システム工学群 航空宇宙工学科 教授 

（兼）総合情報図書館 遠隔・マルチメディア教育研究部門長 

理事 砂田 茂 大阪府立大学 工学部 宇宙航空工学科 教授 

理事 伊藤 健 陸上自衛隊 北部方面航空野整備隊長 

理事 竹内 繁吉 エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン（株） 

業務本部 耐空性管理室 室長 

理事 大熊 恵一 朝日航洋（株）航空事業本部 整備統括部 品質保証室長 

理事 富塚 昌孝 タクトワン（株）代表取締役 

理事 坂本 修 ヤマハ発動機（株）事業開発本部 UMS事業推進部 開発部 

部長 

監査役 永山 慶一 川崎重工業（株）航空宇宙カンパニー 技術本部 

第一ヘリコプタ設計部 部長 

幹事（総務担当） 澤田 実宏 三菱重工業（株） 防衛・宇宙ドメイン 航空機・飛昇体事業部 

ヘリコプタ技術部 構造システム課 主任 

幹事（企画担当） 

 

辻内 智郁 川崎重工業（株）航空宇宙カンパニー 技術本部 

第一ヘリコプタ設計部 機体設計一課 基幹職 

幹事（広報担当） 小坂 充 富士重工業（株）航空宇宙カンパニー 

新多用途ヘリコプター設計部 主事 

幹事（編集担当） 松下 博彦 （株）エアロパートナーズ 業務部 顧問 
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JHS役職 氏 名 所 属 先 

幹事（国際担当） 田辺 安忠 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 航空技術部門 

次世代航空イノベーションハブ 主任研究開発員 

幹事（国際担当） 小曳 昇 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 航空本部 

次世代航空イノベーションハブ 主任研究開発員 

幹事（JHST担当） 久泉 貴詩 エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン（株） 

業務本部 耐空性管理室 

幹事 藤原 誠 防衛省 海上自衛隊 第51航空隊 訓練指導隊 課程教育班長 

幹事 豐丸 建二 （株）ジャムコ 航空機整備事業部 

幹事 饗庭 昌行 防衛装備庁 航空装備研究所 システム研究部 

航空機システム研究室 室長 

幹事 奥野 善則 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 航空技術部門 

航空技術実証研究開発ユニット 運航技術研究グループリーダ 

（兼）災害対応航空技術チームリーダ 

（兼）飛行技術研究ユニット 

幹事 赤坂 剛史 金沢工業大学 工学部 機械系 航空システム工学科 講師 

リエゾン担当   

全日本航空事業連合会 

ヘリコプタ部会 

大熊 恵一 朝日航洋（株）航空事業本部 整備統括部 品質保証室長 

日本航空医療学会 西川 渉 日本航空医療学会理事 

NPO法人救急ヘリ病院ネットワーク（HEM-Net）理事 

日本航空宇宙学会 青山 剛史 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 航空技術部門  

数値解析技術研究ユニット 

研究計画マネージャ（兼）非定常空力セクションリーダ 

（兼）次世代航空イノベーションハブ 

経産省（SJAC） 上村 誠 （株）ナスカ 取締役 

国交省（IHST） 鷲田 修 朝日航洋（株）航空事業本部 資材部部長 

航空振興財団（IFR研究会） 石井 寛一 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 航空技術部門 

飛行技術研究ユニット ヘリコプタセクションリーダ 

（兼）研究飛行セクションリーダ 

（兼）航空技術実証研究開発ユニット 運航技術研究グループ  

環境適合運航技術セクションリーダ 

厚生労働省 

（ドクターヘリ） 

長尾 牧 朝日航洋（株） 航空事業本部 運航統括部 

文科省 

（航空科学委員会） 

齊藤 茂 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 航空技術部門 

事業推進部 特任担当役 

防衛省 

（防衛技術協会） 

井星 正氣 防衛大学校 名誉教授 

総務省（消防庁） 

（防災ヘリ） 

大熊 恵一 朝日航洋（株）航空事業本部 整備統括部 品質保証室長 

日本操縦士協会   

ヘリポート研究会   

日本女性航空協会   

日本航空協会   



 

152 

 

JHS役職 氏 名 所 属 先 

顧 問   

名誉顧問 東 昭 東京大学 名誉教授 

名誉顧問 義若 基 AHS日本支部 

   

顧問（総務担当） 牧野 健 AHS日本支部 

顧問（企画担当） 佐藤 晃 AHS日本支部 

顧問（編集担当） 長島 知有 防衛大学校 名誉教授 

顧問 上村 誠 （株）ナスカ 取締役 

顧問（国際担当） 

（兼）AHS本部技術委員 

平本 隆 帝京大学 理工学部 教授 航空宇宙工学科 学科長 

顧問（国際担当） 

（兼）AHS 本部理事 

（兼）AHS 本部技術委員 

齊藤 茂 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 航空技術部門 

事業推進部 特任担当役 

顧問 井口 敦雄 MHIエアロスペースシステムズ株式会社 代表取締役 

顧問 大林 秀彦 AHS日本支部 

顧問 河内 啓二 東京大学 工学系研究科 航空宇宙工学専攻 名誉教授 

顧問 小林 孝 三菱重工業（株） 特別顧問 

顧問（広報担当） 高木 淳二 AHS日本支部 

顧問 西川 渉 日本航空医療学会理事 

NPO法人救急ヘリ病院ネットワーク（HEM-Net）理事 

顧問 古澤 正人 一般社団法人 中部航空宇宙産業技術センター 

顧問 三宅 司朗 国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 

顧問 山野 豊 エアバス・ヘリコプターズ・ジャパン（株）アドバイザー 

航空医療学会 理事，評議員 

NPO法人救急ヘリ病院ネットワーク（HEM-Net）理事 

顧問 井星 正氣 防衛大学校 名誉教授  

顧問 片山 範明 川崎重工業（株）航空宇宙カンパニー 

技術本部付（ヘリコプタ技術担当） 
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日本ヘリコプタ協会 略年表 

 
年 

度 

会報 

番号 

会長 

(所属先当時)  

定例研究会、（ ）内は通算回数 
特別講演会 等 AHS 年次総会 等 

夏   季 冬   季 

1989 - 

義若 基 

（川崎重工業） 

12.15 航空会館[設立総会] - 
 3.16 東京大学先端研 

    [第 6 回ヘリコプタ研究会] 

 3.13 川崎重工業 

    - Prouty 氏 
義若 基 氏 - 特別会員 

1990 - -  7.18 三菱重工業(1) 
 2.16 幕張メッセ 

    [第 2 回国際航空宇宙シンポジウム･ヘリコプタセッション] 

10. 5 帝国ホテル 

    - Buckley 氏(Sikorsky 社長/AHS 会長) 

日本支部 会員増加数及び 

会員増加率第 1 位(42 名，49％） 

1991 1  5.29 川崎重工業本社  7.19 富士重工業(2)  2. 7 防衛大学校(3) 
10.24-25 東京大学山上会館 

    - Schrage 教授（ジョージア工科大）  

日本支部 会員増加数及び 

会員増加率第 1 位（15 名，11.9％） 

1992 2 

牧野 健 

(富士重工業） 

 6.23 川崎重工業本社  9.18 三菱重工業(4)  2. 5 東京大学山上会館(5) 
12. 4 航空宇宙技術研究所 

    - Carlsorn 氏(米陸軍 ATCOM） 
- 

1983 3  6.18 富士重工業本社  9.10 川崎重工業(6)  2.15 東京大学山上会館(7) 

 7. 6 健保会館 

    - フランスヘリコプタ技術 

11.18 防衛大学校 

    - Ham 教授（MIT） 

日本支部 会員増加数第 1 位 

1994 4 
佐藤 晃 

(三菱重工業） 

 6. 3  富士重工業本社  7.22 陸上自衛隊霞ヶ浦駐屯地(8) - 

11. 8 三菱重工業横浜 

    - Gessow 教授（メリ－ランド大） 

11.11  総評会館 

    - 機械学会「交通･物流から見た将来ヘリコプタ技術」  

- 

1995 5  6.19  三菱重工業本社  9.29 川崎重工業(10)  2.23 防衛庁第 3 研究所(11) 
11. 2 三井物産 

    - Gaffey 氏（ベル社副社長） 
- 

1996 6 長島 知有 

(防衛大学校） 

 5.17 三菱重工業名航 10. 4 富士重工業(12)  2.14 川崎重工業(13) 
 1.20 三菱重工業本社 

    - Crawford 氏（ジュージア工科大） 
- 

1997 7  6. 6 住友重機追浜 10.24 三菱電機(14)  1.23 陸上自衛隊木更津駐屯地(15) - - 

1998 8 

西川 渉 

(地域航空総合研究所） 

 7. 6 ソニー 10. 2 富士重工業(16)  2.19 東京へリポート(17) 

 4.21-23 Heli Japan98 岐阜県長良川国際会議場 

12.22 日本大学 

    - Wang 氏（シコルスキー社） 

OH-X 設計チーム(技本/KHI） 

- Howard Hughes Award 

1999 9  6.16 パイオニア 10.26 陸上自衛隊明野駐屯地(18) 
 3.23 東京ビッグサイト(19) 

    [ＴＡ2000] 

 4.16 日本大学 

    - Rozhdestvensky 氏（ミル社） 

東 昭 氏 東京大学名誉教授-特別会員 

義若 基 氏 - 名誉会員 

S-92 開発チーム（MHI）-Robert Pinckney Award 

2000 10 
上村 誠 

（川崎重工業） 
 6.22 川崎重工業本社 11.28 陸上自衛隊立川駐屯地  2.23 八尾空港(21) 

 1.23 川崎重工業社 

    - Schmitz 教授(メリーランドﾞ大） 

牧野 健 氏 － 特別会員 

S-92 開発チーム(MHI) 

-Agusta International Fellowship Award 

2001 11 
上村 誠 

(日本航空宇宙工業会） 
 7. 4 航空宇宙技術研究所 11.29 ヤマハ発動機(22)  2.28 東京へリポート(23) 

 1.28 三菱重工業本社 

    - Johnston 氏（米陸軍） 
大林 秀彦 氏 - 特別会員 

2002 12 
高木 淳二 

(富士重工業）   
 6.28 航空会館 -  3.13 宇都宮大学(24)  11.11-13 Heli Japan 2002 栃木県総合文化センター 

定岡 庄治 氏 - 会長特別賞 

[ヘリ事始め 50 周年記念] 

2003 13 
高木 淳二 

(宇都宮大学）   
 7. 3  富士重工業本社 10.31 電子航法研究所(25)  3.19 海上保安学校宇都宮分校(26) - 佐藤 晃 氏 - 名誉会員 

2004 14 
小林 孝 

（三菱重工業） 
 7. 1  三菱重工業本社 12.17 防衛庁第 3 研究所(27) 

 2.25 名古屋国際会議場(28) 

    [ヘリコプタによる防災シンポジウム] 
10. 7 JA2004 ヘリコプタ・セミナー パシフィコ横浜 

長島 知有 氏 防衛大学校名誉教授 - 名誉会員 

日本支部 - 会員数増 

2005 15 
井口 敦雄 

(三菱重工業）  
 7.19 グランドヒル市ヶ谷 12.16 三菱重工業小牧(29) - 

 8.31 三菱重工業本社 

    - Friedmann 教授（ミシガン大） 
- 

2006 16 河内 啓二 

(東京大学） 

 4.28 三菱重工業横浜ビル 10. 3 JAXA 調布航空宇宙センター(30)  3.15 東京大学山上会館(31) 

11. 5-17 Heli Japan 06 名古屋国際会議場 

11.13 JAXA 調布航空宇宙センター 

    - Philippe 氏（元 ONERA) 

 2. 7 東京大学本郷キャンパス工学部 

    - Xia 氏（南京航空航天大） 

丹羽 義之 氏 - 特別会員 

2007 17  7.17 東京大学先端科学技術研究センター 11.20 防衛大学校(32) - - - 

2008 18 
平本 隆 

(富士重工業） 

 7. 1  東京大学 山上会館 - - 

 7.23 JAXA 調布航空宇宙センター 

    - Dr.Hongvi Xu(カナダ航空宇宙研究所） 

10. 3 航空会館 

    - Dr.James M.Wang(アグスタ・ウェストランド） 

- 

2009 19  8. 4  三菱重工業  4.17 恵比寿スバルビル（33） - - 
IHST 検討委員会発足 

Heli Japan2010 準備委員会発足 

2010 20 

齊藤 茂 

(宇宙航空研究開発機構） 

 4.26 JAXA 調布航空宇宙センター  9.27 東京スポーツ文化会館(34) - 11. 1-3  Heli Japan2010 大宮ソニックシティ IHST 検討委員会 

2011 21  6.17 JAXA 調布航空宇宙センター 10.31 三菱重工業(35) -  2.12-15 2012 1st AARF Busan, Korea 

AHS 事務局長 MR. R. Flater 氏引退 

Mike Hirschberg 氏就任 

東 昭 氏 東京大学名誉教授 - 名誉会員 

2012 22 
井星 正氣 

（防衛大学校） 

 6.15 航空会館 10.18 海上自衛隊横須賀地方総監部（36）  3. 8 ヤマハ発動機（37） - - 

2013 23  7.12 ヴェルクよこすか 12. 5 陸上自衛隊北宇都宮駐屯地（38） - 
11.26 JAXA 調布航空宇宙センター 

    - Dr. Ki Hoon, Chung（KARI） 
- 

2014 24 片山 範明 

（川崎重工業） 

 5.13 日本大学 駿河台キャンパス - - - - 

2015 25 12. 1 川崎重工業 東京本社  9.14 DAYS 赤坂見附（39）[JHST] - - - 
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＜個人会員＞ 

正会員及び学生会員(年会費：無料) 

：AHSインターナショナル会員の資格を有する方および本協会に入会申込書を提出し理事会で

承認を得た方。 

 

日本ヘリコプタ協会 個人会員申込書
 

年 月 日 

※のある欄は必須項目です． 

基本情報 
姓名（ふりがな）：※ 

会員区分：※ 個人正会員 個人学生会員 

生年月日（西暦）： 

性別：  男性 女性 

所属先情報（学生会員での入会の場合は，在籍校に関する情報をご記入下さい） 

所属先名：※ 

部署名：※ 

役職： 

郵便番号：※ 

住所：※ 

TEL：※    FAX： 

E-mail：※ 

連絡先情報（所属先と同じ場合，ご記入の必要はございません） 

郵便番号：※ 

住所：※ 

TEL：※    FAX： 

E-mail：※ 

 

 

日本ヘリコプタ協会は，個人情報の保護に関する法律（以下，「個人情報保護法」といいます．）を尊重し，

本会規約（http://www.helijapan.orgに掲載）に定められた本会の目的に沿い，目的の達成に必要な範囲内で個人情

報を提供して頂きます．会員の個人情報は，本会定款に則った目的の達成に必要な範囲内において利用します．

但し，個人情報保護法第16条第3項に規定する場合は除きます．会員の個人情報は本会の管理体制のもとに保管

し，個人情報を正確かつ最新の状態で管理・維持に努めます．個人情報への不正アクセス，破壊，改ざん，漏洩

の防止のために適切な措置を講じます．本人の同意がある場合，または個人情報保護法第23条第1項に規定する

場合を除き，第三者に個人情報を開示または提供しません．保有する個人情報の開示，訂正または削除につきま

しては，メールまたはファクスにて本会事務局までご連絡下さい． 

 

 

本申込書を下記，事務局宛にFAX，E-mail，もしくは郵送でご送付下さい． 

 

〒455-8515 愛知県名古屋市港区大江町10番地 

三菱重工業株式会社 防衛・宇宙ドメイン 

航空機・飛昇体事業部 ヘリコプタ技術部内 

日本ヘリコプタ協会 事務局 

TEL：052-611-8007 FAX：058-611-6426 

E-mail：jhs@mhi.co.jp 
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賛助会員(年会費：10,000円（１口あたり）) 

：本協会の目的に賛同し、本教会の活動を支援していただける方。 

 

日本ヘリコプタ協会 賛助会員申込書 
 

年 月 日 

区分 

（該当するほうに○） 

法人 ・ 個人 

新規 

団体（会社）名  

氏名※ 

役職 
 

連絡先※ 

 住所 

 TEL 

 FAX 

 E-mail 

〒 

 

 

入会口数   口，   万円（1口=1万円） 

備考 

（連絡事項等） 
 

※法人賛助会員は代表者の氏名・連絡先等をご記入下さい． 
 

 

 

日本ヘリコプタ協会は，個人情報の保護に関する法律（以下，「個人情報保護法」といいます．）を尊重し，

本会規約（http://www.helijapan.orgに掲載）に定められた本会の目的に沿い，目的の達成に必要な範囲内で個人情

報を提供して頂きます．会員の個人情報は，本会定款に則った目的の達成に必要な範囲内において利用します．

但し，個人情報保護法第16条第3項に規定する場合は除きます．会員の個人情報は本会の管理体制のもとに保管

し，個人情報を正確かつ最新の状態で管理・維持に努めます．個人情報への不正アクセス，破壊，改ざん，漏洩

の防止のために適切な措置を講じます．本人の同意がある場合，または個人情報保護法第23条第1項に規定する

場合を除き，第三者に個人情報を開示または提供しません．保有する個人情報の開示，訂正または削除につきま

しては，メールまたはファクスにて本会事務局までご連絡下さい． 

 

 

本申込書を下記，事務局宛にFAX，E-mail，もしくは郵送でご送付下さい． 

 

〒455-8515 愛知県名古屋市港区大江町10番地 

三菱重工業株式会社 防衛・宇宙ドメイン 

航空機・飛昇体事業部 ヘリコプタ技術部内 

日本ヘリコプタ協会 事務局 

TEL：052-611-8007 FAX：058-611-6426 

E-mail：jhs@mhi.co.jp 
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＜法人会員＞ 

一般法人会員及び教育法人会員(年会費：無料) 

：AHSインターナショナル会員の資格を有する方及び本協会に入会申込書を提出し理事会で承

認を得た方。 

 

日本ヘリコプタ協会 法人会員申込書
 

 

年 月 日 

※のある欄は必須項目です． 

基本情報 

会員区分：※     一般法人会員  教育法人会員 

団体（会社）名：※ 

代表者氏名：※ 

連絡先情報 

郵便番号：※ 

住所：※ 

TEL：※    FAX：※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本ヘリコプタ協会は，個人情報の保護に関する法律（以下，「個人情報保護法」といいます．）を尊重し，

本会規約（http://www.helijapan.orgに掲載）に定められた本会の目的に沿い，目的の達成に必要な範囲内で個人情

報を提供して頂きます．会員の個人情報は，本会定款に則った目的の達成に必要な範囲内において利用します．

但し，個人情報保護法第16条第3項に規定する場合は除きます．会員の個人情報は本会の管理体制のもとに保管

し，個人情報を正確かつ最新の状態で管理・維持に努めます．個人情報への不正アクセス，破壊，改ざん，漏洩

の防止のために適切な措置を講じます．本人の同意がある場合，または個人情報保護法第23条第1項に規定する

場合を除き，第三者に個人情報を開示または提供しません．保有する個人情報の開示，訂正または削除につきま

しては，メールまたはファクスにて本会事務局までご連絡下さい． 

 

 

本申込書を下記，事務局宛にFAX，E-mail，もしくは郵送でご送付下さい． 

 

〒455-8515 愛知県名古屋市港区大江町10番地 

三菱重工業株式会社 防衛・宇宙ドメイン 

航空機・飛昇体事業部 ヘリコプタ技術部内 

日本ヘリコプタ協会 事務局 

TEL：052-611-8007 FAX：058-611-6426 

E-mail：jhs@mhi.co.jp 
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 賛助法人会員(年会費：10,000円(一口あたり)) 

：本協会の目的に賛同し、本協会の活動を支援していただける方。 

 

 

日本ヘリコプタ協会 賛助会員申込書 
 

年 月 日 

区分 

（該当するほうに○） 

法人 ・ 個人 

新規  ・   継続  

団体（会社）名  

氏名※ 

役職 

 

連絡先※ 

 住所 

 TEL 

 FAX 

 E-mail 

〒 

 

 

入会口数   口，   万円（1口=1万円） 

備考 

（連絡事項等） 

 

※法人賛助会員は代表者の氏名・連絡先等をご記入下さい． 
 

 

 

日本ヘリコプタ協会は，個人情報の保護に関する法律（以下，「個人情報保護法」といいます．）を尊重し，

本会規約（http://www.helijapan.orgに掲載）に定められた本会の目的に沿い，目的の達成に必要な範囲内で個人情

報を提供して頂きます．会員の個人情報は，本会定款に則った目的の達成に必要な範囲内において利用します．

但し，個人情報保護法第16条第3項に規定する場合は除きます．会員の個人情報は本会の管理体制のもとに保管

し，個人情報を正確かつ最新の状態で管理・維持に努めます．個人情報への不正アクセス，破壊，改ざん，漏洩

の防止のために適切な措置を講じます．本人の同意がある場合，または個人情報保護法第23条第1項に規定する

場合を除き，第三者に個人情報を開示または提供しません．保有する個人情報の開示，訂正または削除につきま

しては，メールまたはファクスにて本会事務局までご連絡下さい．  

 

 

本申込書を下記，事務局宛にFAX，E-mail，もしくは郵送でご送付下さい． 

 

〒455-8515 愛知県名古屋市港区大江町10番地 

三菱重工業株式会社 防衛・宇宙ドメイン 

航空機・飛昇体事業部 ヘリコプタ技術部内 

日本ヘリコプタ協会 事務局 

TEL：052-611-8007 FAX：058-611-6426 

E-mail：jhs@mhi.co.jp 
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＜AHS インターナショナル会員＞ 

AHS インターナショナルのホームページ(http://vtol.org/)からオンラインで入会申し込みが可能です。

会員資格に関する詳細は http://vtol.org/what-we-do/benefits-of-membership をご覧ください。 

なお、各会員の申込みフォームは以下のURLからダウンロードできます。 

 

・個人会員 

http://vtol.org/download.cfm?downloadfile=0985B160-48B3-11E4-

86C50050568D0042&typename=dmFile&fieldname=filename 

 

・学生会員 

http://vtol.org/download.cfm?downloadfile=3D7633A0-48B3-11E4-

86C50050568D0042&typename=dmFile&fieldname=filename 

 

・法人会員 

http://vtol.org/download.cfm?downloadfile=99CE91A0-6105-11E4-

A83B0050568D0042&typename=dmFile&fieldname=filename 

 

御不明な点があれば、事務局もしくはお近くの幹事までお問い合わせください。 

 

  

http://vtol.org/
http://vtol.org/what-we-do/benefits-of-membership
http://vtol.org/download.cfm?downloadfile=0985B160-48B3-11E4-86C50050568D0042&typename=dmFile&fieldname=filename
http://vtol.org/download.cfm?downloadfile=0985B160-48B3-11E4-86C50050568D0042&typename=dmFile&fieldname=filename
http://vtol.org/download.cfm?downloadfile=3D7633A0-48B3-11E4-86C50050568D0042&typename=dmFile&fieldname=filename
http://vtol.org/download.cfm?downloadfile=3D7633A0-48B3-11E4-86C50050568D0042&typename=dmFile&fieldname=filename
http://vtol.org/download.cfm?downloadfile=99CE91A0-6105-11E4-A83B0050568D0042&typename=dmFile&fieldname=filename
http://vtol.org/download.cfm?downloadfile=99CE91A0-6105-11E4-A83B0050568D0042&typename=dmFile&fieldname=filename
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〒455-8515 

 愛知県名古屋市港区大江町 10 番地 

 三菱重工業株式会社 防衛・宇宙ドメイン 

航空機・飛昇体事業部 ヘリコプタ技術部内 

  

日本ヘリコプタ協会 事務局 

 

 TEL ： 052-611-8007 

 FAX ： 058-611-6426 

 Email ： jhs@mhi.co.jp 

 ホームページ ： http://helijapan.org/ 

file:///C:/Users/30016154/Documents/JHS/2016/jhs@mhi.co.jp
http://helijapan.org/

